
ド
ロ
ー
ン
で

未
来
を
探
ろ
う
！

12 月 6 日、地域おこし協力隊の播磨靖之さん（写真）
を講師に、仙北市職員向けのドローン講習会が角館
交流センターで開催されました。参加者はドローン
の基礎知識や操作方法を学んだほか、飛行練習を繰
り返しながら、未来の有効活用について考えました。
来月は市民向けの講習会を開催する予定です。募集
については、広報でお知らせしますので、ぜひご参
加ください。（関連記事 8 ページ）
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仙
北
市
で
は
「『
小
さ
な
国
際
文
化
都
市
』

～
市
民
が
創
る
誇
り
あ
る
ま
ち
～
」
を
将
来
像

に
掲
げ
、
平
成
28
年
３
月
に
「
第
２
次
仙
北
市

総
合
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
理
念
「
健
や
か
に
美
し
く
輝
く
ま
ち
」

の
も
と
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
つ
つ
、
誰
も

が
安
心
し
て
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
15
日
、
国
連
が
定
め
る
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
達
成
に
向
け
た

優
れ
た
取
組
を
提
案
し
た
全
国
29
自
治
体
の
１

つ
と
し
て
、
仙
北
市
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め

の
取
組
と
「
第
２
次
仙
北
市
総
合
計
画
」
は
重

な
る
も
の
で
あ
り
、
市
で
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
推
進
本
部
を
設
置
し
て
、

取
組
を
さ
ら
に
加
速
化
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
24
日
に
は
、角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
仙

北
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
宣
言
・
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
西
明
寺
小
学
校
児
童
に
よ
る
発
表

や
各
種
講
演
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
定
め
ら
れ
た

17
の
目
標
ご
と
に
パ
ネ
ル
を
展
示
。
紹
介
さ
れ

た
活
動
内
容
や
展
示
物
は
、
い
ず
れ
も
個
性
的

で
多
様
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
来
場
者
か
ら
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
仙
北
市
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
、
す
べ
て
の
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
幸
せ

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
か

い
、
全
市
民
を
あ
げ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
取

り
組
む
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
宣
言

全員で目標カードを掲げて「SDGs 未来都市宣言」。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

大
分
県
臼
杵
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
33
回
国
民

文
化
祭
・
お
お
い
た
２
０
１
８
」「
第
18
回
全
国

障
害
者
芸
術
・
文
化
祭
お
お
い
た
大
会
」
で
、
大

分
囲
碁
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
荒
川
光
晴
さ
ん
（
角

館
町
横
町
）
が
、「
世
界
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
Ｉ

Ｇ
Ｏ
選
手
権
」
に
出
場
し
、
国
内
第
１
位
の
栄
誉

に
輝
き
ま
し
た
。

　

選
手
権
は
、
11
月
23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
行

わ
れ
、
中
国
や
台
湾
、
韓
国
な
ど
国
内
外
か
ら
の

招
待
選
手
が
頂
点
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

荒
川
さ
ん
は
「
１
回
戦
か
ら
決
勝
ま
で
大
局
を

よ
く
読
む
こ
と
が
で
き
て
調
子
が
よ
か
っ
た
。
来

年
も
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
る
選
手
権
に
出
場
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

 

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
た
荒
川
光
晴
さ
ん
。

世
界
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
選
手
権 

国
内
第
１
位

【持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）】
2015年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」で記載された2016年から2030年までの国
際目標です。持続可能な世界を実現するための17のゴール、169のターゲット、244の指標から構成されており、地球上の誰1人とし
て取り残さないことを誓っています。

　仙北市では平成 30 年 3 月 23 日に市長・
副市長・市管理職および市内事業所代表・管
理職による「イクボス共同宣言」を行いまし
たが、宣言後の活動の参考にするため、11
月 20 日にイクボスセミナーを開催しました。
　今回は、湯沢市にある株式会社和賀組の代

11 月 20 日に行われた「仙北市イクボス共同宣言」。
写真は仙北市の管理職者、事業所から㈱安藤醸造、いとう設計㈱、㈱丸栄堂と立会人（順不同）。

「イクボス共同宣言」

に賛同いただける企業

や団体などを募集中！

ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

会
場
で
は
、
17
の
目
標
ご
と
に
パ
ネ
ル
で
活
動
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
。

各
種
講
演
に
耳
を
傾
け
る
来
場
者
。

西
明
寺
小
学
校
の
児
童
が
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
発
表
し
ま
し
た
。

大学の先生芸人として活躍する吉
本興業所属の「黒ラブ教授」。

『ＳＤＧｓ』をわかりやすくお笑い
を交えて解説しました。

【問合せ】仙北市企画政策課　
☎43-1112　ＦＡＸ43-1300

【イクボスとは…】
働く部下・スタッフのワークライフバランス（仕事と生
活の両立）を考え、その人のキャリアと人生を応援しな
がら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生
活を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のこと。

表取締役 和賀幸雄氏とＮＰＯ法人ファザーリング・ジャ
パン東北の代表理事 横田智史氏を講師に招き、様々な
事例紹介を中心に、ご講演いただきました。
　セミナー終了後、両講師を立会人に、市管理職 4 人、
趣旨に賛同していただいた企業の経営者および管理職
6 人による「イクボス共同宣言」を実施しました。
※当日の宣言書への署名は、市管理職 2 人、企業の経
営者および管理職 3 人の計 5 人です。

2018-12-16

　

11
月
15
日
、
16
日
に
鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第

59
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

研
究
協
議
会
鹿
児
島
大
会
」
で
、

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協

議
会
の
千
葉
正
志
副
委
員
長
が
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
長

年
に
わ
た
る
活
動
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
功
労
者
表
彰
を
受
賞

し
ま
し
た
。

千
葉
正
志
さ
ん
が
功
労
者
表
彰
を
受
賞

地域スポーツの普及に努める千葉正志さん。

第 2 回 仙北市イクボス共同宣言

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
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旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　11 月 18 日、「第 14 回仙北市民卓球大会」が
角館中学校体育館で開催され、選手たちが熱戦を
繰り広げました。成績は次のとおりです。
※各種目 1位・敬称略
団体戦／ OLDIES
個人戦／■一般男子1部　阿部多馬（トリニティ）
■同2部　木元一幸（チームばさら）　■同3部
髙橋義一（生保内地区）　■一般女子 1部　山内
くるみ（ブックイン105）　■同2部　坂本澄子
（田沢湖スポーツクラブ）■中学校男子　田口寛
也（てく中）　■同女子　斎藤心胡（斎藤理美容店）
■小学校低学年　藤川煌（てくてく倶楽部）■同
高学年　三河航太（てくてくエリートアカデミー）

第 13 回  仙北市民卓球大会

　11月 17日、ジェラーズタウン・オーラム（東
京都台東区）を会場に「第 33回東京かくのだて会」
が開催され、会員・来賓あわせて約 60人が出席
しました。
　総会に引き続き行われた懇親会では、会員が互
いの近況や懐かしい思い出話に花を咲かせ、カラ
オケや福引きなどが行われ、会場は大いに盛り上
がりました。
　また、仙北市のお菓子や漬物などの特産品が販
売され、ふるさとの味を懐かしむ声が聞かれるな
ど大好評でした。

第 33 回  東京かくのだて会

「第 13 回仙北市文化祭」が、角館・田沢湖・
西木の各地区で行われ、各会場では日ごろの
活動成果として絵画や書、手芸など様々な作
品が展示されました。

【西木地区】
11 月 4 日（西木温泉ふれあいプラザクリオン多目的ホール・隣接体育館）

　会場には、西木地区のこども園・小中学校の児童・生徒のほ
か、公民館などを利用し芸術文化活動を楽しんでいる方々の作
品が展示されました。
　西木温泉ふれあいプラザクリオンの多目的ホールでは、日ご
ろ練習している踊りや唄が披露され、最後は来場者と一緒に仙
北市民歌を合唱しました。
　また、会場の駐車場では、焼き芋や西明寺栗、ＪＡ加工部に
よる野菜や漬け物などが販売され、晴天にも恵まれて大いに賑
わいました。

【角館地区】
10 月 13 日・14 日（角館交流センター）

　オープニングセレモニーでは、角館中学校オーケスト
ラ部の演奏が披露されました。会場には、878 点の個性
あふれる様々な作品が会場を埋め尽くし、約 500 人の来
場者を和ませました。芸術の秋にふさわしく、地域文化
にふれながら、豊かな気持ちで過ごした 2 日間でした。

【田沢湖地区】
10 月 27 日・28 日（生保内市民体育館）

　会場には、田沢湖地区の芸術文化団体や個人、こども園・小
学校の児童の作品など、多数展示されました。また、鈴木晋通
社中・畠山森抱社中による呈茶のおもてなしや朝採り野菜・お
やきの販売、七宝焼きサークルや生涯学習奨励員による手作り
体験コーナーが行われ、大いに賑わいました。

日ごろの練習の成果を披露。

手作り体験の様子。

オープニングセレモニーでの演奏。

2018-12-16

福引きで盛り上がる会場。

　

11
月
25
日
、
古
城
山
を
再
び
桜
の
山
に
し
よ

う
と
桜
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
市
民
な
ど
約

20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
ア

ス
テ
リ
ア
株
式
会
社
よ
り
い
た
だ
い
た
寄
付
を

活
用
し
、
市
と
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運
営
体

共
同
で
行
っ
た
も
の
で
、
昨
年
に
続
き
２
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　

植
樹
に
先
立
ち
、
角
館
ま
ち
づ
く
り
地
域
運

営
体
の
小
林
郁
男
会
長
は
「
古
城
山
の
整
備
を

専
従
的
に
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
来
年
度
に
立
ち

あ
げ
る
予
定
で
い
る
。
古
城
山
は
も
ち
ろ
ん
、

外
ノ
山
や
花
場
山
も
桜
で
彩
ら
れ
た
里
山
づ
く

り
を
す
す
め
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
今
回
植
樹
し
た
ベ
ニ
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
と
カ
ン
ザ
ン
の
計
10
本
の
桜
に
、
将
来
き
れ

い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
子
ど
も
の
誕
生
記
念
や
新
築
記
念
な
ど
と

書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
設
置
し
て
い
ま
し
た
。

桜
の
古
城
山

再
生
を
願
っ
て

参加者は願いを込めて丁寧に植樹しました。

戊
辰
戦
争
１
５
０
周
年

記
念
交
流
会

あいさつする大村市の吉野哲副市長（壇上）。

　11 月 25 日、あきた芸術村で姉妹都市である長崎県大村
市と、仙北市の戊辰会をはじめとする関係者との「戊辰戦争
150 周年記念交流会」が開催されました。
　今年は、仙北市と大村市が姉妹都市提携を締結する縁となっ
た戊辰戦争から 150 年の節目となっていることから、角館の
ために大村藩から駆けつけた少年藩士「浜田謹吾」を題材と
した劇団わらび座によるミュージカル「俺（おい）はサムライ・
ドラマー！～浜田謹吾ものがたり～」の公演開始日に合わせ
て開催されたものです。
　式典には仙北市・大村市から 42 人が参加し交流を深め、こ
の絆をさらに未来へつないでいくことを確認しあいました。

色々な作品が展示されています。

多目的ホールで踊りを披露。 思いを込めて、作品作り。

桜の季節になると、古城山から眺める桧木内川は絶景です。
桜で彩られた里山づくりに期待が高まります。

仙北市文化祭

熱戦が繰り広げられました。
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「
入
湯
税
」

　

僕
の
住
ん
で
い
る
仙
北
市
田
沢

湖
に
は
、
沢
山
の
温
泉
が
あ
り
ま

す
。
温
泉
を
利
用
す
る
時
支
払
う

料
金
に
は
、
入
湯
税
と
い
う
税
金

も
入
っ
て
い
ま
す
。
温
泉
に
入
る

だ
け
な
の
に
何
で
税
金
が
か
か
る

の
か
不
思
議
で
し
た
。

　

こ
の
入
湯
税
は
、
仙
北
市
の
観

光
振
興
や
環
境
衛
生
施
設
、
鉱
泉

源
の
保
護
管
理
施
設
の
整
備
な
ど

に
つ
か
わ
れ
る
税
金
で
す
。
具
体

的
に
は
、
温
泉
施
設
を
建
て
る
た

め
の
費
用
、
温
泉
を
掘
り
出
す
時

の
費
用
、
温
泉
施
設
の
修
繕
時
の

費
用
な
ど
温
泉
施
設
の
整
備
に
必

要
な
費
用
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仙
北
市
に
旅
行
に
来
て
温
泉
を

利
用
し
て
く
れ
る
方
々
や
市
民
の

方
々
が
一
日
温
泉
を
利
用
す
る
度

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
温
泉
施
設

の
維
持
、
継
続
に
役
立
っ
て
い
る

の
で
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。
温
泉
も
限
り
あ
る
資
源

な
の
で
大
切
に
利
用
し
て
行
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

昔
と
比
べ
て
温
泉
の
量
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
冬
に
な
る
と
ス
キ
ー
場

に
よ
く
行
き
ま
す
が
、
ゲ
レ
ン
デ

の
す
み
か
ら
温
泉
の
に
お
い
が
し

て
き
ま
す
。
雪
で
凍
っ
た
道
路
も

温
泉
の
排
湯
を
利
用
し
て
溶
か
し

た
り
、
温
泉
は
い
ろ
い
ろ
な
利
用

方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
入
湯
税
は
、鉱
泉
浴
場
（
温

泉
）
に
入
る
際
に
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
僕
た
ち
中
学
生
（
12
才
未
満

の
人
に
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）
も

大
人
と
同
じ
よ
う
に
納
め
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
湯
税
の
税

額
は
全
国
で
平
均
、
入
浴
客
一
人

一
日
に
つ
き
百
五
十
円
が
標
準
の

よ
う
で
す
。
こ
う
し
て
支
払
っ
た

入
湯
税
は
、
経
営
者
の
方
が
市
へ

納
入
し
ま
す
。
中
学
校
の
近
く
に

も
公
衆
浴
場
が
あ
り
ま
す
。
一
度

利
用
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
と

て
も
気
持
ち
よ
く
、
家
の
風
呂
と

は
違
い
広
く
開
放
感
が
あ
り
、
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
ま
し
た
。
温
泉
の

効
果
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
僕
は
温
泉
の
中
で
少
し
浮

力
に
作
用
さ
れ
「
フ
ワ
ッ
」
と
感

じ
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

　

仙
北
市
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
種

類
の
温
泉
が
あ
る
の
で
全
て
を
回

っ
て
み
た
い
で
す
。
そ
し
て
そ
の

度
に
し
っ
か
り
入
湯
税
を
課
税

し
、
温
泉
施
設
の
維
持
に
役
立
て

て
使
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
仙
北
市
の

温
泉
を
、
友
だ
ち
や
知
り
合
い
の

方
々
に
、
し
っ
か
り
説
明
で
き
て
、

み
な
さ
ん
が
支
払
っ
て
く
れ
た
入

湯
税
で
温
泉
施
設
等
が
成
り
立
っ

て
い
る
こ
と
も
伝
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

今
回
、
入
湯
税
に
つ
い
て
調
べ
、

自
分
が
知
ら
な
い
う
ち
に
支
払
っ

て
い
た
税
金
を
、
も
っ
と
調
べ
て

み
た
い
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

仙
北
市
の
大
き
な
財
産
と
も
い

え
る
温
泉
や
、
他
に
も
道
路
や
学

校
な
ど
僕
た
ち
の
地
域
の
大
切
な

も
の
を
支
え
て
い
る
の
が
税
金
だ

と
わ
か
り
、
税
金
の
大
切
さ
を
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
て
よ
か

っ
た
で
す
。

 

菅
原
　
陽
彦
さ
ん

　
　（
生
保
内
中
学
校
１
年
）

税についての作文

 　

仙
北
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
主
催
の
小
学
生
の
「
税
に
関
す

る
習
字
」
で
、
佐
々
木
祐
奈
さ
ん

（
中
川
小
学
校
６
年
）
の
作
品
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

に
関
す
る

習
字

　
最
優
秀
賞
以
外
の
入
選

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
氏
名
の
表
記
は
原
文
の

ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

▼
金
賞
＝
や
つ
や
な
ぎ
わ

か
（
角
館
小
学
校
１
年
）、

石
川
才
稀
（
神
代
小
学
校

４
年
）、
西
宮
理
央
（
角
館

小
学
校
５
年
）

▼
銀
賞
＝
田
口
ら
な
（
角

館
小
学
校
２
年
）、
山
口
海

嘉
（
神
代
小
学
校
３
年
）、

佐
々
木
心(

角
館
小
学
校
４

年)

、
佐
々
木
棟
旺
（
西
明

寺
小
学
校
５
年
）

▼
銅
賞
＝
す
ず
き
こ
こ
ろ

(

角
館
小
学
校
１
年)

、
門

脇
知
奏
（
角
館
小
学
校
３

年
）、
村
岡
す
み
れ(

角
館

小
学
校
４
年)

、
青
山
颯
羽

(

中
川
小
学
校
６
年)

　国税庁と全国納税貯蓄組合連合会が共催で募集していた中学生の「税についての作文」で、 菅原陽彦

さん（生保内中学校 1 年）の作品「入湯税」と水平駿さん（角館中学校 2 年）の作品「暮らしと税金」が、

仙北市納税貯蓄組合連合会長賞を受賞しましたので、全文（原文のまま）をご紹介いたします。

「
税
に
関
す
る
習
字
」
で
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
佐
々
木

祐
奈
さ
ん
。

税
　
「
暮
ら
し
と
税
金
」

　

国
や
都
道
府
県
・
市
町
村
は
、
私

た
ち
が
豊
か
で
安
心
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め

に
必
要
な
費
用
は
、
国
民
が
納
め
て

い
る
税
金
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
。
税
金
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
ど
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
て
い

る
の
か
、
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。

　

国
の
収
入
は
平
成
三
十
年
度
一
般

会
計
予
算
に
お
け
る
歳
入
の
う
ち
、

租
税
及
び
印
紙
税
収
入
で
賄
わ
れ
る

額
は
約
五
十
九
兆
一
千
億
円
で
、
歳

入
全
体
の
６
割
強
を
占
め
て
い
ま

す
。
税
収
の
ト
ッ
プ
３
は
、
所
得
税
、

消
費
税
、
法
人
税
で
す
。
中
で
も
消

費
税
は
５
歳
の
子
ど
も
か
ら
、
80
歳

の
高
齢
者
ま
で
、
物
を
買
う
と
バ
ラ

ン
ス
よ
く
は
ら
わ
れ
る
税
金
で
す
。

　

最
近
の
日
本
は
、
少
子
高
齢
化
が

目
立
つ
社
会
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
一
人
に

対
し
て
、
支
え
る
若
者
が
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
国
の
収

入
で
あ
る
、
九
十
七
兆
七
一
二
八
億

円
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
一
番
多
く
利
用
し
て
い

る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、

気
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
約
九
十
七
兆
七
千
億
円
で
す
。

こ
の
う
ち
、
歳
出
に
つ
い
て
み
る
と
、

社
会
保
障
費
、
国
債
の
元
利
払
い
に

充
て
ら
れ
る
費
用
（
国
債
費
）、
地
方

交
付
税
交
付
金
等
で
歳
出
全
体
の
８

割
弱
を
占
め
て
い
ま
す
。
歳
出
で
は
、

社
会
保
障
が
ト
ッ
プ
で
、
全
体
の
三

分
の
一
に
当
た
り
ま
す
。
で
は
、
な

ぜ
社
会
保
障
が
歳
出
で
ト
ッ
プ
な
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
も
そ
も
社
会
保
障

と
は
何
な
の
か
。
疑
問
に
思
い
ま
し

た
。

　

社
会
保
障
と
は
、
私
た
ち
が
安
心

し
て
生
活
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

公
的
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
、
医
療
、

年
金
、
福
祉
、
介
護
、
生
活
保
護
の

し
く
み
の
こ
と
で
す
。
今
、
我
が
国

で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
の
問
題
の
一
つ
は
、
社
会

保
障
の
費
用
が
増
え
て
い
く
こ
と
で

あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
そ
の
費
用
を

負
担
す
る
働
き
手
が
減
っ
て
い
く
こ

と
で
す
。
働
き
手
（
20
歳
か
ら
64
歳
）

が
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
一
人
に
対

し
て
支
え
た
と
き
、
二
千
年
は
三
．

六
人
で
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん
だ
ん

時
が
経
つ
に
つ
れ
働
き
手
が
減
り
、

高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

比
率
が
だ
ん
だ
ん
と
縮
ま
っ
て
い
き

ま
す
。
二
千
五
十
年
の
比
率
を
予
測

し
て
み
る
と
、
働
き
手
は
一
．
二
人

で
高
齢
者
一
人
を
支
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

老
後
の
安
定
し
た
生
活
や
健
康
で

文
化
的
な
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

大
き
な
費
用
を
必
要
と
し
ま
す
。
そ

の
財
源
の
中
心
は
税
金
で
す
。
政
府

か
ら
ど
れ
だ
け
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
、
そ
の
費
用
を
ど
う
負
担
す
べ
き

か
、
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
少
子

高
齢
化
は
止
ま
る
こ
と
な
く
、
進
み

続
け
て
い
く
で
し
ょ
う
。　

　

だ
か
ら
こ
そ
、
支
え
合
い
を
大
切

に
し
、
今
現
在
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
僕
は
思
い
ま
す
。
税
金
と
は

大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

水
平
　
駿
さ
ん

　
　（
角
館
中
学
校
２
年
）

入
選おめ

で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

最
優
秀
賞

を考えよう

税に関する習字・・・・・・・・・・

身近な
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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

平
成
29
年
の
８
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
担

当
の
播
磨
で
す
。
ま
ち
で
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

私
は
11
月
10
日
と
11
日
の
２
日
間
、
角

館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
昨
年
に
続
き
２
回

目
と
な
る
『
ド
ロ
ー
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
１
８
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
模
擬
的
に
作
ら
れ
た
空
間
に

お
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
技
術
・
撮
影

技
術
を
競
う
大
会
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
は
平
常
時
、
災
害
時
に
お
い

播　磨　靖　之

地域の賑わいと

て
広
く
活
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
空
撮
・
土
砂
災
害
の
状
況
確
認
・

河
川
点
検
や
橋
梁
点
検
な
ど
、
様
々
な
シ
ー

ン
で
有
効
性
が
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
現
行
機
に
取
り
付
け

ら
れ
て
い
る
各
種
セ
ン
サ
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
あ
る
程
度

操
縦
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
反
面
、

そ
の
セ
ン
サ
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
に
頼
り
き
り

に
な
っ
て
し
ま
い
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
操
縦

技
術
そ
の
も
の
の
低
下
や
技
能
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
回
避
す
る
た
め
に
考
案
し
た

の
が
「
ド
ロ
ー
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
で
す
。
来
年
度
以
降
も
継
続
し
て
開

催
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
私
は
ド
ロ
ー
ン
の
新
た
な
活
用

ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、

フ
ル
Ｈ
Ｄ
撮
影
が
可
能
な
手
の
平
サ
イ
ズ

の
「
マ
イ
ク
ロ
ド
ロ
ー
ン
」
を
自
作
し
ま

し
た
。
こ
の
ド
ロ
ー
ン
は
重
さ
が
約
80
グ

ラ
ム
し
か
な
く
、
法
律
の
規
制
を
受
け
な

い
も
の
で
す
。

　

全
く
新
し
い
視
点
で
の
映
像
撮
影
、
既

存
の
ド
ロ
ー
ン
で
は
飛
行
で
き
な
か
っ
た

場
所
や
人
が
立
ち
入
る
に
は
危
険
な
場
所
、

狭
い
場
所
な
ど
で
の
利
用
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
定
期
的
に
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
練
習
会
な
ど

も
計
画
し
、
私
個
人
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ア
カ
ウ
ン
ト
で
周
知
し
て
い
ま
す
。
貸
出

「ドローンテクニカルチャレンジ 2018」を取り仕切る播磨さん（左）。

仙北市
地域おこし協力隊コラム

『
ド
ロ
ー
ン
テ
ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
８
』。

競
技
中
の
様
子
。

ドローンの可能性
探る

播磨さん自作のマイクロドローン。

ビジネス創出

用
の
ト
イ
ド
ロ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し

い
で
す
。

　

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
、
す
ぐ
に
何
か
成

果
を
上
げ
た
り
、
結
果
を
出
し
た
り
す
る

こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
体
験
会

や
ド
ロ
ー
ン
運
用
の
た
め
の
講
習
会
な
ど

を
継
続
開
催
し
、
地
域
の
賑
わ
い
や
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

都
内
を
歩
き
回
り
、
ク
タ
ク
タ
に
な
っ
て
秋

田
新
幹
線
に
乗
り
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
上
野

駅
か
ら
小
さ
く
て
可
愛
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
隣

り
合
わ
せ
で
し
た
。

　

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
初
め
て
見
た
時
、
す
で
に

汗
で
メ
ガ
ネ
が
曇
っ
て
、
フ
ラ
フ
ラ
な
状
態
で

し
た
。
た
ぶ
ん
席
に
到
着
す
る
ま
で
、
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
や
車
内
の
狭
い
通
路
を
歩
く
こ
と
が

大
変
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
両
手
に
バ
ッ
グ
や
買
い
物
袋
や
紙
袋
を
た

く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
や
っ
と

自
分
の
席
（
私
の
隣
の
席
）
を
見
つ
け
、
手
に

し
た
荷
物
を
置
い
て
…
、
途
方
に
暮
れ
た
の
で

す
。
だ
っ
て
、荷
物
だ
け
で
座
席
も
足
下
も
い
っ

ぱ
い
で
し
た
か
ら
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
腰
を
下

ろ
す
こ
と
も
で
き
ず
、
揺
れ
る
新
幹
線
で
立
ち

往
生
で
し
た
。
私
は
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
よ

か
っ
た
ら
少
し
荷
物
を
上
の
棚
に
移
し
ま
し
ょ

う
か
」と
話
し
か
け
て
み
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
は
一
瞬
戸
惑
い
、
何
か
少
し
考
え
た
よ
う
で

し
た
が
、
す
ぐ
に
「
あ
や
～
、
シ
カ
ダ
ネ
。
ヘ

バ
こ
れ
ど
こ
れ
ど
…
」
と
、
複
数
の
紙
袋
を
持

ち
上
げ
ま
し
た
。
私
は
３
つ
の
紙
袋
を
預
か
り
、

そ
れ
を
荷
物
棚
に
上
げ
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
身
長
で
は
荷
物
棚
は
は
る
か
頭
上
だ
っ
た

の
で
、
私
は
と
て
も
よ
い
こ
と
を
し
た
よ
う
な

気
持
ち
で
し
た
。

　

大
宮
駅
を
過
ぎ
た
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ウ
ト
ウ
ト
し
て
い
た
私
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

ツ
ツ
き
ま
し
た
。「
紙
袋
に
孫
が
食
べ
れ
と
、
弁

当
が
入
っ
て
い
る
」。
な
る
ほ
ど
な
る
ほ
ど
。

さ
て
、
ど
の
紙
袋
だ
っ
た
か
な
…
。
棚
か
ら
順

に
紙
袋
を
下
ろ
し
て
お
弁
当
を
見
つ
け
、
紙
袋

は
も
と
の
荷
物
棚
に
も
ど
し
て
…
。

　

次
に
ツ
ツ
か
れ
た
と
き
は
お
弁
当
も
食
べ
終

わ
っ
て
い
て
、「
紙
袋
の
ど
れ
か
に
、
い
っ
つ
も

飲
ん
で
る
お
茶
が
入
っ
て
る
」。
な
る
ほ
ど
な
る

ほ
ど
。
さ
て
、
ど
の
紙
袋
だ
っ
た
か
な
…
。
棚

か
ら
順
に
紙
袋
を
下
ろ
し
、
中
か
ら
水
筒
を
見

つ
け
て
、
紙
袋
は
ま
た
荷
物
棚
に
も
ど
し
て
…
。

　

こ
ん
な
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
、
新
幹
線
は

進
み
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
紙
袋
に
ご
用

が
あ
っ
た
ら
、
荷
物
棚
に
上
げ
た
私
が
お
手
伝

い
を
す
る
の
は
当
然
で
す
。

　

で
も
、
私
の
頭
の
中
は
心
配
と
不
安
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
大
曲
駅
や
秋

田
駅
で
降
り
る
と
す
る
と
、
誰
が
紙
袋
を
下
ろ

し
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
…
。

　

そ
の
日
は
、
久
し
ぶ
り
に
秋
田
新
幹
線
を
端

か
ら
端
ま
で
乗
っ
た
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
隣
の
席
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
』

No.143

まちづくり
日記

　
先
頃
、
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
で
は
、
各
県

独
自
の
習
慣
や
食
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る

テ
レ
ビ
番
組
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
バ
ラ
エ

テ
ィ
！
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
と

４
Ｋ
放
送
が
ス
タ
ー
ト
し
た
旅
番
組
「
い

い
旅
・
夢
気
分
４
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
の
撮

影
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　「
秘
密
の
ケ
ン
ミ
ン
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
」
は
11

月
29
日
、
読
売
テ
レ
ビ
・
日
本
テ
レ
ビ
（
全

国
28
局
ネ
ッ
ト
）
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
百
景
に
も
選
出
さ
れ
る
田
沢
湖
で
食

べ
ら
れ
て
い
る
ワ
ン
ハ
ン
ド
グ
ル
メ
と
し

て
「
味
噌
た
ん
ぽ
」
が
紹
介
さ
れ
、
地
元

の
方
も
た
く
さ
ん
登
場
し
て
い
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
の
皆
さ
ん
も
あ
き
た
こ
ま
ち
の

味
噌
た
ん
ぽ
に
大
興
奮
の
様
子
で
し
た
。

　「
い
い
旅
・
夢
気
分
４
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

は
、
12
月
２
日
、
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
東
京
系
（
全

国
放
送
）
で
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
角
館
や

田
沢
湖
、
乳
頭
温
泉
郷
の
魅
力
が
４
Ｋ
カ

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

メ
ラ
の
撮
影
に
よ
り
、
今
ま
で
以
上
に
色

鮮
や
か
に
、
大
迫
力
で
表
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
番
組
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
、

出
演
の
雛
形
あ
き
こ
さ
ん
と
祥
子
さ
ん
を

紹
介
さ
れ
、
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
テ
レ
ビ
で
見
る
雛
形
さ
ん
は
、ふ
っ

く
ら
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
す
が
、

実
際
に
お
会
い
す
る
と
す
ら
り
と
し
て
華

や
か
な
、
美
し
い
女
優
さ
ん
で
し
た
。

　
最
近
、
撮
影
側
か
ら
こ
れ
ま
で
な
か
っ

た
新
鮮
な
ネ
タ
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
た

ち
も
こ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
感
性

を
研
ぎ
澄
ま
し
て
日
常
を
見
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
は
、
ロ
ケ
誘
致
や
支

援
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い

り
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）いい旅・夢気分4K スペシャルの撮影風景。
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

ト
レ
ス
測
定
結
果
票
５
組
（
合
計
10
枚
）
を

持
っ
て
抽
選
会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

12
月
は
、
今
年
最
後
の
抽
選
会
で
す
。

●
12
月
の
抽
選
会
の
日
時
・
場
所

 

▼

12
月
20
日
㈭ 

16
時
～
18
時

   

西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ 

ク
リ
オ
ン

 

▼

12
月
21
日
㈮ 

16
時
～
18
時

   

角
館
温
泉 

花
葉
館

 

▼

12
月
25
日
㈫ 

13
時
～
15
時

   

ア
ル
パ
こ
ま
く
さ

 

▼

12
月
26
日
㈬ 

16
時
～
18
時

   

市
民
浴
場 

東
風
の
湯

※
抽
選
会
の
日
時
は
、
毎
月
変
更
す
る
予
定
で
す
。

●
対
象
／
18
歳
以
上
の
仙
北
市
民

　
仙
北
市
で
は
、
市
内
４
つ
の
温
泉
施
設

（
角
館
温
泉 

花
葉
館
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ 

ク
リ
オ
ン
、
市
民
浴
場 

東
風
の

湯
、
ア
ル
パ
こ
ま
く
さ
）
に
疲
労
ス
ト
レ

ス
測
定
器
を
設
置
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
10
月
か
ら

一
層
の
ご
利
用
に
よ
り
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
お
楽
し
み
抽

選
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
温
泉
入
浴
前
後
に
パ
ソ
コ
ン
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
回
答
、
疲
労
ス
ト
レ
ス
測
定
器

に
よ
る
ス
ト
レ
ス
測
定
５
回
分
で
、
賞
品

が
当
た
る
月
１
回
の
抽
選
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
き
ま
す
。
入
浴
前
後
で
２
枚
１
組
の
ス

仙
北
市
ナ
イ
ス
温
泉
ラ
ッ
キ
ー
事
業
」

抽
選
会
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】
地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室
（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）３
３
１
５

「

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
12
月
28
日
㈮
納
期
限
の
税
目
／

 

▼

市
県
民
税 

第
４
期
分

 

▼

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）
第
６
期
分

 

▼

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

第
６
期
分

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の
で
、
前

   

日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

   

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
地

   

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
夜
間
納
税
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相
談
窓

口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
12
月
27
日
㈭ 

17
時
15
分
～
19
時

　
月
末
開
設
で
は
な
い
た
め
ご
注
意
を
！

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館
・

夜
間
納
税
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】
収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
２
３

【問合せ】
（戸籍関係）市民生活課市民係（角館庁舎）   ☎43-3307
（ごみ関係）環境保全センター（角館町薗田）☎54-3305

末年始の業務案内と各種証明書・
届け出、ごみの受け入れについて年

《各施設の業務案内》　※不明な点は各施設にお問い合わせください。

施設名 開庁（館）時間
28
日
㈮

29
日
㈯

30
日
㈰

31
日
㈪

１
日
㈫

２
日
㈬

３
日
㈭

４
日
㈮

▼市役所 各庁舎・出張所

▼各公民館・総合開発センター

▼仙北市民会館

8:30 ～ 17:15
8:30 ～ 22:00

（桧木内地区公民館は21:00まで）

9:00 ～ 22:00

休 休 休 休 休 休

▼環境保全センター 8:30 ～ 16:30 休 休 休 休 休

▼田沢湖図書館

▼学習資料館（総合情報センター）
休 休 休 休 休 休 休 休

▼角館樺細工伝承館

▼角館町平福記念美術館
9:00 ～ 16:30

（入館は 16:00 まで）

休 休 休 休 休

▼イベント交流館（新潮社記念

  文学館）
休 休 休

▼田沢湖クニマス未来館

▼思い出の潟分校
9:00 ～ 16:00 休 休 休

《各種証明書、戸籍の届け出》

　12月29日㈯から１月３日㈭の期間中は各種証明書の

発行ができませんので、必要な証明書などの請求、各種

手続きはお早めに済ませてくださるようお願いします。

　なお、戸籍届出（死亡届他）の窓口は休日、祝日、夜間

体制で通常どおり受付します（夜間受付窓口は角館庁舎）。

《ごみの受け入れについて》

　環境保全センターでは、12月31日㈪（8時30分～ 16時

30分）にごみの受け入れを行います。

 ▼受け入れ可能なごみ…可燃ごみ、資源ごみ（缶・ペット

ボトル・古紙類）、粗大ごみ

※各地区のごみの収集については、「家庭ごみ収集カレンダー」を

ご確認ください。

※年始は 1月4日㈮から通常どおり行います。なお、5日㈯・6
日㈰は休みとなります。

※一般廃棄物最終処分場は 12月29日㈯から 1月3日㈭まで搬入

できません。

仙
北
市
特
別
徴
収
専
門
員

を
募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎
（
43
）１
１
２
３

　
市
で
は
、
市
税
や
市
に
納
め
て
い
た
だ

く
各
種
料
金
の
徴
収
体
制
を
強
化
す
る
た

め
、
次
の
と
お
り
特
別
徴
収
専
門
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
業
務
内
容
／
市
税
・
そ
の
他
各
種
料
金
の

徴
収
業
務
、
書
類
整
備
、
訪
問
記
録
デ
ー

タ
の
入
力
な
ど

●
募
集
人
数
／
特
別
徴
収
専
門
員 

若
干
名

●
必
要
な
資
格
な
ど
／
普
通
自
動
車
運
転

免
許
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

●
求
め
る
人
材
／

 

▼

対
人
折
衝
・
交
渉
・
営
業
・
一
般
事
務
等

の
経
験
が
あ
る
方

 

▼

市
税
・
そ
の
他
各
種
料
金
の
滞
納
整
理
に

対
し
熱
心
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
方

●
雇
用
予
定
期
間
／

　
平
成
31
年
１
月
１
日
㈫
～
３
月
31
日
㈰

　（
勤
務
は
１
月
４
日
㈮
か
ら
と
な
り
ま

す
）

●
募
集
期
限
／
12
月
20
日
㈭ 

17
時
ま
で

●
面
接
日
時
／
12
月
25
日
㈫ 

13
時
30
分
～

●
面
接
場
所
／
仙
北
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎

●
申
込
方
法
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
角
館
か
ら

の
紹
介
状
に
履
歴
書
を
添
え
て
、
募

集
期
間
内
に
収
納
推
進
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
（
郵
送
で
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
）。

※
採
用
は
、
面
接
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。
採
用

人
数
、
雇
用
予
定
期
間
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

特別

開館

　
市
で
は
「
仙
北
市
景
観
条
例
」
に
も
と
づ

き
、
良
好
な
景
観
づ
く
り
の
推
進
と
牽
引

す
る
市
民
の
組
織
と
し
て
『
景
観
づ
く
り

市
民
会
議
』（
以
下
「
市
民
会
議
」)

を
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
市
民
会
議
で
は
、
仙
北
市
全
体
の

景
観
づ
く
り
の
方
向
性
・
あ
り
方
に
つ
い

て
市
民
が
議
論
す
る
場
や
、
地
域
に
お
け

る
主
体
的
な
景
観
づ
く
り
の
推
進
、
支
援

の
ほ
か
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
に

よ
る
景
観
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

●
活
動
内
容
／

 

▼

景
観
づ
く
り
に
係
る
市
民
か
ら
の
相
談

に
関
す
る
こ
と
。

 

▼

景
観
づ
く
り
の
普
及
と
啓
発
活
動
の
企

画
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

 

▼

景
観
づ
く
り
に
係
る
行
政
へ
の
提
案
に

関
す
る
こ
と
。

 

▼

良
好
な
景
観
づ
く
り
に
関
す
る
取
り
組

み
、
調
査
お
よ
び
研
究
に
関
す
る
こ
と

な
ど
。

●
募
集
人
数
／
20
人
以
内

●
任
期
／
３
年
間
（
再
任
可
能
）

●
応
募
資
格
／
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
仙
北
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

②
仙
北
市
内
に
勤
務
、
ま
た
は
事
業
所
の

あ
る
方
。

●
募
集
期
間
／
12
月
17
日
㈪
～
平
成
31
年

１
月
31
日
㈭
　
※
必
着

●
応
募
方
法
な
ど
／
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

景
観
づ
く
り
市
民
会
議
」
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
（
２
次
募
集
）

【
問
合
せ
】
建
設
課 

都
市
計
画
係
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
５

メ
ー
ル
に
よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。（
応

募
用
紙
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
応

募
者
の
個
人
情
報
は
、
選
考
の
た
め
以

外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
）

●
応
募
用
紙
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

建
設
課
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
入

手
で
き
ま
す
。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選

考
し
ま
す
。

●
そ
の
他
／
報
酬
お
よ
び
交
通
費
な
ど
は
、

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://w

w
w
.city.sem

boku.akita.jp/

new
s_topics/w

hatsnew
.php?id=2182)

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
応
募
先
／
〒
０
１
４
‐
０
５
９
２

　
西
木
町
上
荒
井
字
古
堀
田
47（
西
木
庁
舎
）

　
仙
北
市
建
設
課 

都
市
計
画
係

 

▼

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
47
‐
２
１
６
６

 

▼E
-m

ail

／toshi@
city.sem

boku.akita.jp

「
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▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　http://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

市 information
役所からのお知らせ

【
問
合
せ
】
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト
交
流
館
（
角
館
町
田
町
上
丁
） 

☎
（
43
）３
３
３
３

※
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど
に

つ
い
て
は
、
配
布
書
類
を
必
ず
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
利
用
期
間
／
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
～

平
成
32
年
３
月
31
日
㈫
（
１
年
毎
の
申

し
込
み
）

●
利
用
日
時
／
▼

月
～
金
曜
日
の
登
校
日
…

放
課
後
～
18
時
30
分  

 

▼

土
曜
日
、
長
期
休
業
期
間
、
平
日
の
振

替
休
業
日
…
７
時
30
分
～
18
時
30
分（
昼

食
持
参
）

※
休
業
日
は
日
曜
日
、
祝
日
、
８
月
13
日
～
16

日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日

●
利
用
の
決
定
／
利
用
の
可
否
に
つ
い
て

は
、
平
成
31
年
３
月
中

旬
に
通
知
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
受
付
期
間

を
過
ぎ
て
申
し
込
み
さ

れ
た
場
合
、
４
月
１
日

か
ら
利
用
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間
／
平
成
31
年

１
月
４
日
㈮
～
21
日
㈪

●
申
請
書
類
の
配
布
・
提

出
場
所
／
子
育
て
推
進

課
（
西
木
庁
舎
）、
田

沢
湖
・
角
館
地
域
セ
ン

タ
ー
、
各
出
張
所
、
各

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

（
14
時
30
分
頃
か
ら
職

員
が
い
ま
す
）

　
仙
北
市
で
は
、
保
護
者
の
継
続
的
な
労

働
な
ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育

で
き
な
い
小
学
生
を
対
象
に
、
健
全
な
遊

び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
た
め
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
申
込
期
限
ま

で
に
申
請
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
回
の
受
付
対
象
は
小
学
新
２
～
６
年

生
で
す
。
新
１
年
生
は
、
平
成
31
年
２
月

か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
対
象
児
童
（
要
件
）／
保
護
者
の
労
働
な

ど
に
よ
り
、
放
課
後
に
家
庭
で
保
育
す

る
こ
と
が
困
難
な
小
学
新
２
～
６
年
生

平
成
31
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
（
小
学
新
２
～
６
年
生
）

【
問
合
せ
】
子
育
て
推
進
課
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
８
０

●利用場所

名称 場所 定員

白樺児童会 生保内小学校内 114人

ポプラ学園 神代小学校内 60人

かくのだて児童クラブ 角館児童館内 80人

かしわっこクラブ 白岩小学校内 28人

中川っ子クラブ 中川小学校内 28人

マロンクラブ 農協大豆総合センター内 40人

ひのきっこクラブ 桧木内小学校内 30人

申込時期 審査・利用調整 利用可否通知

1月21日㈪まで 2月～ 3月初旬 3月中旬

1月22日㈫以降 3月中旬以降 順次

●
研
修
期
間
／
平
成
31
年
４
月
～
平
成
33

年
３
月

●
応
募
資
格
／

①
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
で
農

業
で
自
立
す
る
意
欲
が
高
い
こ
と
。

②
研
修
終
了
後
に
市
内
で
就
農
す
る
こ
と
。

③
概
ね
45
歳
未
満
の
方
。

●
応
募
期
限
／
平
成
31
年
１
月
18
日
㈮

　
新
た
に
農
業
を
開
始
す
る
方
な
ど
を
対

象
に
、
実
習
や
講
座
を
通
じ
て
営
農
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
研
修
生
を

募
集
し
ま
す
。

●
研
修
先
と
研
修
コ
ー
ス
／

 

▼

県
農
業
試
験
場
（
作
物
、
野
菜
、
花
き
）

 

▼

県
果
樹
試
験
場
（
り
ん
ご
、
梨
な
ど
）

 

▼

県
畜
産
試
験
場
（
肉
用
牛
、
酪
農
）

未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
生
」
を

募
集
し
ま
す

【
問
合
せ
】
農
業
振
興
課
（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
０
６

「

平
成
31
・
32
年
度
仙
北
市
競
争
入
札
に
参
加
希
望
の
方
へ

資
格
審
査
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

【
問
合
せ
】
契
約
検
査
室
（
田
沢
湖
庁
舎
）
☎
（
43
）１
１
１
９

　
平
成
31
・
32
年
度
に
お
い
て
、
仙
北
市

が
発
注
す
る
競
争
入
札
（
随
意
契
約
を
含

む
）
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
に
よ

り
受
付
を
開
始
し
ま
す
の
で
申
請
書
お
よ

び
添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

●
資
格
要
件
／

①
契
約
を
締
結
す
る
能
力
を
有
し
な
い
方

（
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
）
で
な

い
こ
と
。

②
破
産
手
続
き
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復

権
を
得
て
い
な
い
方
で
な
い
こ
と
。

③
仙
北
市
暴
力
団
排
除
条
例
（
平
成
24
年

３
月
23
日
条
例
第
２
号
）
第
２
条
に
規

定
す
る
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団
員
と
密

接
な
関
係
を
有
す
る
方
に
該
当
し
な
い

こ
と
。

④
市
税
等
に
滞
納
が
な
く
、
経
営
状
況
が

著
し
く
不
健
全
な
方
で
な
い
こ
と
。

⑤
公
共
発
注
の
相
手
方
と
し
て
不
適
当
と

認
め
ら
れ
る
方
で
な
い
こ
と
。

⑥
仙
北
市
小
規
模
修
繕
等
契
約
希
望
者
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
な
い
こ

と
。

●
受
付
期
間
／
平
成
30
年
12
月
18
日
㈫
～

平
成
33
年
３
月
31
日
㈬

●
登
録
区
分
／

①
建
設
工
事

②
物
品
の
販
売
・
役
務
の
提
供
等

③
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

●
提
出
方
法
／

 

▼

郵
送
（
メ
ー
ル
便
な
ど
）
ま
た
は
持
参

に
よ
り
契
約
検
査
室
へ
提
出

 

▼

書
類
一
式
を
Ａ
４
紙
フ
ァ
イ
ル
（
①
建

設
工
事
は
赤
・
ピ
ン
ク
色
、
②
物
品
の

販
売
・
役
務
の
提
供
等
は
青
・
水
色
、

③
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
は

灰
色
）
に
綴
じ
、
表
紙
と
背
表
紙
に
社

名
を
表
記
す
る
こ
と
。

 

▼

郵
送
・
メ
ー
ル
便
な
ど
に
よ
る
申
請
の

場
合
は
受
領
書
送
付
の
た
め
、
定
型
長

３
号
の
封
筒
（
送
付
先
の
住
所
お
よ
び

社
名
を
記
載
、
82
円
切
手
を
貼
付
し
た

も
の
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

●
有
効
期
間
／
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
～

平
成
33
年
３
月
31
日
㈬

　（
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
に
提
出
の

場
合
は
受
領
日
か
ら
有
効
）

●
注
意
事
項
／

 

▼

各
部
門
の
登
録
毎
に
書
類
一
式
を
提
出

す
る
こ
と
。

 

▼

申
請
書
提
出
後
に
申
請
内
容
に
変
更
ま

た
は
更
新
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

に
必
要
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
。

●
提
出
先
／
〒
０
１
４-

１
２
９
８

　
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字

宮
ノ
後
30

　
仙
北
市
契
約
検
査
室

 

▼

☎
43
‐
１
１
１
９

 

▼

Ｆ
Ａ
Ｘ
／
43
‐
１
３
０
０

 

▼E
-m

ail

／keiyaku@
city.

　 sem
boku.akita.jp

●提出書類／①建設工事　　②物品の販売・役務の提供等　　③測量・建設コンサルタント等

① ② ③ 提出書類

○ ○ ○

仙北市様式による一式　（仙北市ホームページ「入札・契約」（http://www.city.semboku.

akita.jp/government/information/nyuusatsu.html）よりダウンロード）

および登録区分毎の添付書類

○ ○ ○
社会保険料納入確認書（管轄する年金事務所からの証明※）《写し可》

▼申請時点で証明が可能な月までの直近２年間分の証明書を提出

○ ○ ○

納税証明書（滞納なし証明書）《写し可》

▼法人：市区町村税の証明書（委任している場合は委任先住所地のもの）

　　　税務署からの証明書（その 3 の 3）

▼個人：市区町村税の証明書

　　　税務署からの証明書（その 3 の 2）
〇税務署発行の証明書取得には e-Tax を使ったオンライン請求が便利です

○ ○ ○ 印鑑証明書※《写し可》

△ △ △ 登記簿謄本（申請者が法人の場合）※《写し可》

○ ○ ○ 財務諸表類（直近1年間）（申請者が個人の場合はこれに類する書類）

○の書類は必ずご提出ください。△の書類は該当する場合のみ提出となります。

※証明書は提出時の直前3 か月以内に発行されたものとし、写しを提出する場合は、記載事項が鮮明かつ原寸大のものに限ります。

　
仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
「
平
成
30
年
度
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
要
項
」
を
参

照
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
学
習
資
料

館
で
も
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
コ
ー

ナ
ー
を
準
備
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
か
ら
の

ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者
／
▼

仙
北
市
内
の
小
中
学
校
に

通
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒

 

▼

角
館
高
校
に
通
っ
て
い
る
生
徒

●
対
象
図
書
／
▼

自
由
と
し
ま
す
。
た
だ

し
、
教
科
書
・
副
読
本
・
漫
画
は
除
き

ま
す
。

 

▼
「
新
潮
文
庫
賞
」
に
つ
い
て
は
、
新
潮

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
を
読
ん
で
書
か

仙
北
市
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施
に
つ
い
て

れ
た
作
品
の
中
か
ら
選
出
す
る
も
の
と

し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
▼

在
籍
す
る
学
校
を
通
じ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。（
学
校
の
締
め
切

り
を
守
っ
て
直
接
学
校
に
お
届
け
く
だ

さ
い
）
▼

題
名
・
氏
名
・
学
校
名
な
ど
は

応
募
用
紙
に
記
入
し
、
原
稿
用
紙
に
は

本
文
の
み
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w

w
.city.sem

boku.
a
kita

.jp
/n

e
w

s_
topics/

w
hatsnew

.php?id=2246
)

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
仙
北

市
学
習
資
料
館
・
イ
ベ
ン
ト

交
流
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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information市 役所からのお知らせ ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

冬期通行止め区間周辺図

●
規
制
期
間
／
来
春
雪
解
け
後
ま
で

●
規
制
内
容
／
冬
期 

全
面
通
行
止
め

　
田
沢
湖
生
保
内
南
地
区
の
県
営
ほ
場

整
備
事
業
に
よ
り
、
冬
期
間
の
除
雪
を
行

わ
な
い
区
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
便

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
迂
回
し
て
の
通
行

を
お
願
い
し
ま
す
。

市
道
の
冬
期
間

通
行
止
め
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】
建
設
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎
（
43
）２
２
９
４

　

当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
当
科
で
は
、
主
に
、
脳

神
経
外
科
や
整
形
外
科
に
入
院
さ
れ
て

い
る
患
者
さ
ん
、
外
来
通
院
さ
れ
て
い
る

患
者
さ
ん
に
対
し
、
病
気
や
怪
我
で
失

わ
れ
た
機
能
の
回
復
や
日
常
生
活
の
介

助
量
の
軽
減
の
た
め
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
６
３
６
件
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
約

７
５
０
～
８
０
０
件
の
依
頼
数
に
な
る

見
込
み
で
す
。

　

当
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
理
学
療
法
士
９

人
、
作
業
療
法
士
５
人
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

１
人
で
す
。
理
学
療
法
士
は
、
医
師
の
指

示
に
よ
り
主
に
下
肢
・
体
幹
の
機
能
向
上

の
た
め
の
治
療
・
訓
練
を
行
い
、
基
本
動

作
や
歩
行
の
練
習
を
し
ま
す
。
作
業
療
法

士
は
、
医
師
の
指
示
に
よ
り
主
に
上
肢
・

手
指
の
機
能
向
上
の
た
め
の
治
療
・
訓
練

を
行
い
、
巧
緻
動
作（
※
）や
日
常
生
活
動

作
の
練
習
を
し
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
師

は
、
医
師
の
指
示
の
も
と
患
部
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
を
行
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、

▽
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、
笑
顔
が
多
く

み
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
の
ご
紹
介

vol.11

市立角館総合病院から
☎ 54-2111

市
立
角
館
総
合
病
院 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科 

髙
橋 

一
人

▽「
千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
」何
ご
と
も

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず
最
初

の
一
歩
を
勇
気
を
出
し
て
踏
み
出
さ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
リ
ハ
ビ
リ
が
始
ま
っ

て
か
ら
ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
に
い
ろ
い
ろ

な
困
難
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
我
々
は
患
者
さ
ん
と

共
に
歩
み
続
け
ま
す
。

▽
脳
梗
塞
後
遺
症
、
ス
ポ
ー
ツ
障
害
、
加

齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
、
神
経
疾
患

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
患
者
さ
ん
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
べ
く
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
知

識
・
技
術
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
当
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
・
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
中
心
と
し
た

患
者
さ
ん
へ
の
対
応
が
主
に
な
っ
て
い

く
か
と
思
い
ま
す
が
、
在
宅
の
患
者
さ

ん
に
対
す
る
維
持
期
・
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
様
々
な
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
巧
緻
動
作（
こ
う
ち
ど
う
さ
）…
針
に
糸
を

通
す
な
ど
の
指
先
を
使
っ
た
細
か
な
動
作
。

《
市
立
角
館
総
合
病
院
の
診
療
科
紹
介
は
、

今
号
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
》

国民年金 から
お知らせ

　民間事業者は、日本年金機構が発行した納

付書により最寄りの金融機関やコンビニエ

ンスストアでお支払いしていただくようご

案内します。このため、銀行口座を指定して

ATM の操作により振り込みをお願いするこ

とはありません。

　平成29年10月以降、民間事業者の訪問員

による収納業務を廃止していることから、現

金をお預かりすることはありません。

振り込め詐欺
などにご注意 !

　日本年金機構では、国民年金保険料の納め忘れの方に対

して、電話・文書・戸別訪問による納付のご案内や免除な

どの申請手続きのご案内を民間事業者へ委託しています。

国民年金保険料のご案内を

民間委託しています

ご案内させていただく民間事業者（大曲年金事務所）

アイヴィジット・東洋紙業共同企業体

☎0570-783-284（電話があった方）

　☎0570-021-781（郵便物が届いた方）

　☎0570-200-855（訪問員が伺った方）

※ IP 電話をご使用の場合は上記にかかわらず、

　　☎03-3941-3162 までお問い合わせください。

日本年金機構
HP  http://www.nenkin.go.jp

日本年金機構

　 　 　 　 　 　 　 　

大曲年金事務所国民年金課

　　　　　 ☎0187-63-2296
問合せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

取
得
し
ま
し
ょ
う
！

　
広
報
12
月
１
日
号
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
活
用
し
た
住
民
票
の
写
し
な
ど
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
学
習
資
料
館
で
の
証
明
書
交
付
の
取
扱
い
を
廃
止
し
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
コ
ン
ビ
ニ
で
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

必
要
で
す
。

学
習
資
料
館
で
の
証
明
書
交
付
取
扱
い
廃
止
日

●

平
成
31
年
３
月
31
日
㈰

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
マ
ル
チ
端
末
（
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど

の
機
械
）
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
か
ざ
し
、
画
面
で
必
要
な

証
明
書
の
種
類
・
数
量
を
タ
ッ
チ
し
、
お
金
を
投
入
す
る
こ
と
で
、

住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
の
証
明
書
が
取
得
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
店
員
さ
ん
を
通
さ
な
い
、
い
わ
ば
証
明
書

の
自
動
販
売
機
み
た
い
な
も
の
で
す
。

※
ご
利
用
時
間
な
ど
は
、
広
報
12
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問合せ

仙
北
市
市
民
生
活
課
市
民
係

☎
43
‐
３
３
０
７

を

そ
の
２

国
道

46
号
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仙
北
市
内
で各

研
究
大
会
開
催

　
紙
ひ
も
を
使
い
、

バ
ッ
グ
や
小
物
入

れ
を
作
る
エ
コ
ク

ラ
フ
ト
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
初
心
者

向
け
の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
冬
に
家
で

何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
方
や

何
か
趣
味
を
持
ち
た
い
と
考
え
て
い
る
方

に
オ
ス
ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

●

日
時
／
平
成
31
年
１
月
16
日
、
30
日
、

２
月
13
日
、
27
日
（
毎
回
水
曜
日
）

  

13
時
30
分
～
15
時
30
分

●

場
所
／
西
木
公
民
館

●

講
師
／
荒
木
和
子
氏

●

受
講
料
／
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）

●

定
員
／
15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●

申
込
期
間
／
12
月
17
日
㈪
～
平
成
31
年

１
月
10
日
㈭

●

申
込
・
問
合
せ
／
西
木
公
民
館

桧
木
内
小
　
流
木
ア
ー
ト
を
楽
し
も
う
！

訪
れ
て
、
流
木
ア
ー
ト
制
作
の
親
子
教

室
や
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
授
業
で
は
、
講
師
が
準
備
し

て
く
だ
さ
っ
た
材
料
や
用
具
を
使
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
流
木
を
生
か
し
た
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
様
々
な
形

の
流
木
が
あ
り
、
材
料
選
び
の
段
階
か

ら
子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、
創
造

力
を
働
か
せ
、
夢
中
に
な
っ
て
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
全
員
が
自
分
の
作
品
紹
介
を

し
ま
し
た
。「
木
の
割
れ
目
を
使
っ
て
、

写
真
立
て
を
作
っ
た
。
家
族
の
写
真
を

飾
り
た
い
」「
私
の
作
品
は
キ
ノ
コ
に
支

配
さ
れ
た
秘
密
基
地
。
針
金
や
木
の
置

き
方
を
工
夫
し
た
」
な
ど
、
自
分
の
思

い
を
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
し
た
。

　
講
師
の
佐
藤
さ
ん
は
最
後
に
「
す
ば

ら
し
い
ア
ー
ト
が
見
ら
れ
た
。
今
度
は

自
分
で
材
料
を
見
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら

や
っ
て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
」
と
話
す

と
と
も
に
、
桧
木
内
の
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
よ
く
考
え
て
、
工
夫
し
て
制
作

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
大
変
感
心
し
て
い

ま
し
た
。

第 86号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

できあがりを思い描いて、真剣に流木アートづくりに取り組
みました。

　
10
月
30
日
、
桧
木
内
小
学
校
で
は
、

図
画
工
作
科
の
授
業
（
４
～
６
年
生
合

同
）
を
行
い
、
流
木
ア
ー
ト
を
制
作
し

ま
し
た
。

　
講
師
と
し
て
招
い
た
の
は
、
湯
沢
市

の
佐
藤
泰
幸
さ
ん
で
す
。
佐
藤
さ
ん
は

「
一
本
の
流
木
」
と
の
出
会
い
を
き
っ
か

け
に
、D

riftw
oodF

a
ctory

我
流
慕
（
が

る
ぼ
）
を
立
ち
上
げ
、
手
作
り
の
木
工

製
品
や
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
各
地
の
小
・
中
学
校
を
30
回
ほ
ど

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA № 86

生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

広報せんぼく平成 30年（2018） 12月 16日号　　学び・ふれあい・心豊かに  生涯学習

公民館講座
受講者募集

　仙北市民を対象とした次の公民館講座の受講者を募集します。受講を希望される方は

申込期間の平日9時から 17時まで次の公民館の窓口か電話でお申し込みください。

※「プラかご・かっこべ作り講座」は角館公民館、「初心者向けエコクラフト教室」は西木公民館、

「韓国料理教室」は田沢湖公民館（8時30分から）のみでの受付となりますので、ご注意ください。

　
お
し
ゃ
れ
で
耐
水
性
の
あ
る

今
人
気
の
「
プ
ラ
か
ご
」
や
山
菜

採
り
や
畑
仕
事
な
ど
で
重
宝
す

る
「
か
っ
こ
べ
」
の
ど
ち
ら
か

１
つ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●

日
時
／
平
成
31
年
１
月
12
日

㈯
・
13
日
㈰
・
20
日
㈰

  

13
時
～
16
時

●

対
象
／
３
日
間
と
も
受
講
で

き
る
方

●

場
所
／
角
館
公
民
館 

研
修
室

４
●

講
師
／
冨
木
真
喜
子
氏

●

受
講
料
／
１
０
０
０
円
（
材

料
代
）

●

持
ち
物
／
は
さ
み

●

定
員
／
６
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

●

申
込
期
間
／
12
月
18
日
㈫
～

●

申
込
・
問
合
せ
／
角
館
公
民

館

　
11
月
２
日
、
生
保
内
小
学

校
で
東
北
小
学
校
生
活
科
・

総
合
的
な
学
習
研
究
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て

仙
北
市
教
育
研
究
大
会
も
開

催
さ
れ
、
生
保
内
中
学
校
で

も
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
生
保
内
小
学
校
で
は
、
昨

年
度
か
ら
教
育
課
程
研
究
指

定
校
と
し
て
、
生
活
科
・
総

合
的
な
学
習
の
時
間
に
つ
い

て
、こ
ど
も
園
や
地
域
の
方
々

と
連
携
し
な
が
ら
、
継
続
し

た
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
研
究
の
成
果
が
、
ど
の

学
年
の
授
業
で
も
、
生
き
生

き
と
活
動
す
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
保
内
中
学
校
で

は
、
１
、
２
年
生
が
総
合
的

な
学
習
の
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
小
学
校
で
の
学
習
も
含

め
、
こ
れ
ま
で
地
域
で
学
ん

で
き
た
こ
と
や
、
各
教
科
で

学
習
し
た
力
が
存
分
に
発
揮

さ
れ
、
考
え
た
こ
と
を
し
っ

か
り
と
伝
え
合
う
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
は
、

各
学
校
の
特
色
を
生
か
し
て
、

子
ど
も
た
ち
に
生
き
る
力
を

育
む
大
切
な
時
間
で
す
。
今

後
も
地
域
の
方
々
の
ご
協
力

の
も
と
、
更
な
る
充
実
が
図

ら
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
25
日
、
角
館
小
学
校
、

角
館
中
学
校
を
会
場
に
、
大

曲
仙
北
国
語
教
育
研
究
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
角
館
小
学
校
で
は
、
３
年

生
と
５
年
生
の
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
物
語

文
で
の
授
業
を
行
い
、
懸
命

に
考
え
て
い
る
様
子
や
、
考

え
た
こ
と
を
し
っ
か
り
と
伝

え
合
う
様
子
な
ど
、
随
所
に

子
ど
も
た
ち
の
よ
さ
が
表
れ

て
い
ま
し
た
。

　
角
館
中
学
校
で
は
、
３
年

活発な意見交換が行われました。

生
の
授
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
聞
の
社
説
を
比
較
し

て
読
み
、
分
析
し
た
こ
と
を

紹
介
し
合
い
、
考
え
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伝
え
合
い
を
通
し
て
、
テ
ー

マ
に
関
わ
る
自
分
の
考
え

を
、
一
人
ひ
と
り
が
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
普
段
の
授
業
の
積
み
重
ね

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ

う
な
場
で
も
、
自
分
の
考
え

を
堂
々
と
発
表
で
き
る
の
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

大曲仙北国語研究大会
角館小・角館中で開催

●

定
員
／
20
人
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

●

申
込
期
間
／
12
月
19
日
㈬
～
27

日
㈭

●

申
込
・
問
合
せ
／
田
沢
湖
公
民
館

　
様
々
な
食
材
を
使
い
、
自
宅
で

も
作
る
こ
と
が
で
き
る
韓
国
料
理

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

チ
ヂ
ミ
の
盛
り
合
わ
せ
（
モ
ド
ゥ
ム

ジ
ョ
ン
）
と
そ
う
め
ん
に
キ
ム
チ
や

野
菜
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
温
か
い

麺
（
チ
ャ
ン
チ
グ
ク
ス
）
を
作
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
時
／
平
成
31
年
１
月
18
日
㈮

  

９
時
30
分
～
13
時

●

場
所
／
神
代
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

●

講
師
／
朴
敬
姫
（
ぱ
く
き
ょ
ん

ひ
）
氏

●

受
講
料
／
６
０
０
円
（
材
料
代
）

●

持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
な
ど

プ
ラ
か
ご
・
か
っ
こ
べ

作
り
講
座
　

　

楽
し
く
み
ん
な
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か

初
心
者
向
けエ

コ
ク
ラ
フ
ト
教
室

　

好
評
に
つ
き
第
２
弾

たくさんのダリアに囲まれて記念撮影。

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た

（
角
館
小
学
校
５
年
生
）。

　
９
月
13
日
、
仙
北
市
公
民
大

学
園
芸
学
科
と
社
会
学
科
が
合

同
で
校
外
学
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
湯
沢
市
に
あ
る
世
界
ダ
リ
ア
園

で
の
校
外
学
習
会
に
は
両
学
科
合

わ
せ
て
27
人
が
参
加
し
、
和
気
あ

い
あ
い
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
園
内
に
植
栽
さ
れ
た
約
２
３
０

種
類
、
２
２
０
０
本
ほ
ど
の
ダ
リ

ア
が
、
色
と
り
ど
り
に
咲
き
ほ
こ

り
、
参
加
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

韓国料理教室
　鮮やかに盛り付けましょう

公民大学合同校外学習会
　感性と交流を深めて

生涯学習
活動紹介

東北小学校生活科・総合的な学習研究大会

仙北市教育研究大会

　
仙
北
市
内
で
は
、
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
研
究
大
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
教
職
員
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら
多
数
の

教
職
員
が
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
学
習
に
取
り

組
む
様
子
を
参
観
し
、
研
修
を
深
め
ま
し
た
。
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な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

【電話相談／仙北市保健課】《固定電話》 ☎ 55-1112　《携帯電話》 　 080-2813-0835

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に近い意味。
フィンランドでは、「ネウボラ」として、かかりつけの担当
者や専門職が、妊娠期から就学期まで切れ目なくサポート
しています。

ネ ウボ ラ っ て？

B
ulletin board

ほ
け
ん
・
け
ん
こ
う
の
け
い
じ
ば
ん

保
健
・
健
康
の
掲
示
板

　全国的に風しんが流行していることから、県では風しんの抗体検

査費用の助成を行うこととしましたのでお知らせします。

風しん抗体検査費用の助成について

助成対象 次に該当する県民（秋田市民を除く）

▼妊娠を希望する女性

▼妊娠を希望する女性・抗体価が低い妊婦の配偶者

※ただし、過去に風しんの抗体検査を受けたことがあ

る方、風しんの予防接種歴がある方、風しんの既往

歴がある方は対象外です。

語って、笑って、ホッと一息

えがおサロン
「えくぼの会」では、毎月サロンを

開き、個人の悩みや相談に応じて

います。お茶やコーヒーを飲んで

語ってホッとするスペースです。

どなたでも参加できますのでぜひ

お立ち寄りください。

傾聴ボランティア「えくぼの会」

場　所　田沢湖健康増進センター

参加料　100円

平成31年1月9日水 

時　間　13:00 ～16:00

▼血圧測定と健康講話 ▼脳トレなど

問合せ／仙北市保健課
☎55-1112

相談は
秘密厳守

です

平成31年3月31日㈰まで実施期間

抗体検査費用全額（受検者の自己負担はありません）助成額

実施場所 県の協力医療機関

※県公式ホームページ「美の国あきたネット」（https://

www.pref.akita.lg.jp/）で公開しています。

問合せ 秋田県健康福祉部 保健・疾病対策課

健康危機管理班　☎018-860-1427

　温かい部屋から寒い部屋への移動などによる急

激な温度の変化によって血圧が上下に大きく変動

することをきっかけとして起こる健康被害のこと

です。失神や不整脈を起こし、急死に至る危険な

状態です。

　入浴中に心肺停止となる人が 1月は 8月と比べ

て 11倍となり、冬場に多く見られます。年間約

17,000人が入浴中の急死となっており、交通事

故による死亡の 3倍をはるかに超えています。

　　ヒートショックとは

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　　入浴時のヒートショックを防ぐポイント

　①脱衣室を温める！
　脱衣室は暖房器具を使って暖めましょう。

　②入浴は浴室全体が暖まってから！
　シャワーでの湯張りや浴槽のふたを開けておく

など浴室を温めてから入浴しましょう。

　③湯温は41度以下に！
　　入浴時間は10分以内に！

　お湯の温度は 41度以下にしておくことをお勧め

します。暖まりすぎは危険です。入浴時間は長く

ても 10分以内にしましょう。また、浴槽の出入り

はゆっくりと行いましょう。

　④入浴前にひと声かける！
　入浴前に同居家族にひと声かけましょう。家族

が遠方の場合には入浴前後に電話やメールで安否

を伝えましょう。1人暮らしの場合、公衆浴場を利

用したり、なるべく 1人で入浴しないようにしま

しょう。

▼高齢者

　日ごろ元気な方でも、高齢者は血圧変化をきた

しやすく体温維持機能も低下しています。

▼高血圧、糖尿病、脂質異常症などの持病がある人

　動脈硬化で血管が弱っている可能性がありま

す。

　　ヒートショックの危険性の高い人

冬場の入浴　ヒートショックに気をつけて！

健康ワ
ンポイン

ト2

乳
児
突
然
死
症
候
群
（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）

3

早
産

4

母
乳
へ
の
有
害
物
質
の
移
行

 

関
連
性
が
高
い
と
さ
れ
る
健
康
被
害 

1

流
産
、
子
宮
内
発
育
不
全

2

知
的
能
力
へ
の
影
響
（
胎
児
脳
が
ニ
コ
チ
ン

の
影
響
を
受
け
る
た
め
）

3

肺
機
能
低
下

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
有
害
物
質

1

３
大
有
害
物
質

▼
ニ
コ
チ
ン

　
依
存
性
の
高
い
薬
物
で
、
喫
煙
直
後
に
す
ぐ

脳
を
刺
激
し
ま
す
。
ま
た
、
血
管
を
収
縮
す
る

作
用
が
あ
る
た
め
、
子
宮
や
胎
盤
へ
の
血
液
量

を
減
少
さ
せ
ま
す
。

▼
タ
ー
ル

　
肺
に
く
っ
つ
き
、
発
が
ん
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
酸
化
炭
素

　
血
液
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
と
結
合
し
、
体
の
酸

欠
状
態
に
な
り
ま
す
。
酸
素
の
運
搬
能
力
が
低

下
し
、
胎
盤
か
ら
胎
児
に
送
ら
れ
る
酸
素
量
が

低
下
し
ま
す
。

2

そ
の
他
の
有
害
物
質

　
た
ば
こ
の
煙
に
は
、
３
大
有
害
物
質
の
ほ
か

に
２
０
０
種
類
以
上
の
有
害
物
質
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

▼
ア
セ
ト
ン
（
ペ
ン
キ
除
去
剤
成
分
）

▼
ブ
タ
ン
（
ラ
イ
タ
ー
用
燃
料
成
分
）

▼
ヒ
素
（
ア
リ
殺
虫
剤
成
分
）

▼
カ
ド
ミ
ウ
ム
（
カ
ー
バ
ッ
テ
リ
ー
成
分
）

▼
ト
ル
エ
ン
（
工
業
溶
剤
成
分
）
ほ
か

※
次
回
は
、「
受
動
喫
煙
と
こ
ど
も
の
健
康
」
に

つ
い
て
で
す
。

妊
娠
と
た
ば
こ
の
害

　
た
ば
こ
の
煙
の
有
害
物
質
は
、
妊
娠
中
の
母

親
の
胎
盤
を
と
お
し
て
胎
児
の
血
液
の
な
か
に

流
れ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
妊
娠
初
期
は
、
細
胞
分
裂
を
繰
り
返
し

て
体
を
つ
く
る
基
礎
と
な
る
重
要
な
時
期
で

す
。
胎
児
は
、
約
40
週
の
間
、
生
ま
れ
て
か
ら

の
環
境
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
胎
盤
か
ら
栄
養

や
酸
素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
活
発
に
体
づ
く
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
胎
盤
を
と
お
し
た
有
害
物
質
は
、
血
液
を
と

お
し
て
胎
児
の
脳
に
さ
ま
ざ
ま
な
攻
撃
を
し
て

い
き
ま
す
。

　
特
に
健
康
被
害
が
高
い
と
さ
れ
る
乳
児
突
然

死
症
候
群
は
、
胎
児
脳
に
ニ
コ
チ
ン
が
影
響
し
、

胎
児
の
ホ
ル
モ
ン
分
泌
が
低
下
す
る
こ
と
が
原

因
の
１
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
・
授
乳
中
に
喫
煙
・
受
動
喫
煙
を

し
た
場
合
の
赤
ち
ゃ
ん
へ
の
健
康
被
害

 

因
果
関
係
が
確
実
と
さ
れ
る
健
康
被
害 

1

低
体
重
出
生

た
ば
こ
の
害
か
ら

子
ど
も
を
守
ろ
う
！

受動喫煙防止シンボルマーク

「すいたくないボウヤ」

その
1
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相
談

募
集
募
集

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室
等

ぐーんと前進する冬

冬こそ「学びぃ」に !
　勉強のすすめ方をアドバイスしたり、

宿題をお助けしたりする 18 年目、34

回の「角館キッズ学びぃ教室」が開かれ

ます。ご自由にご参加ください。

【日時】12月26日水 ・28日金 

　9:00 ～ 11:00

【場所】角館交流センター

【申し込み】各小中学校まで

【問合せ】 ▼田口  ☎53-3322

▼草彅  ☎53-2684

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

第41回児童生徒県南美術展開催中 !
　今年で 41 回目となる児童生徒県南美術展が角館町平福記念美

術館で開催されています。今年は県南 7 市町村（仙北市・大仙市・

美郷町・横手市・湯沢市・羽後町・東成瀬村）81 校の小中学校

から 993 点の作品が寄せられました。子どもたちの力作は 1 月

27 日まで展示されますので、ぜひこの機会にご覧ください。

【会期】平成31年1月27日日 まで

【休館日】毎週月曜日、12月28日～ 31日、1月4日

　（1月1日～ 3日は開館します）

【開館時間】9:00 ～ 16:30（入館は16:00まで）

【場所】角館町平福記念美術館

【入館料】一般 150円、小中学生 無料　※仙北市民は無料

【同時開催】常設展示 平福穂庵・百穂展（第1展示室）

【問合せ】角館町平福記念美術館  ☎54-3888

OSHIRASE NAVIイベント

神代地区新春懇談会
　神代地区では、毎年、地域のまちづく

りに役立てることを目的に新春懇談会を

開催しています。当日は、多数のご参加

をお待ちしています。

【日時】平成31年1月13日日 10:00 ～

【場所】あきた芸術村 温泉ゆぽぽ

【会費】男性4,000円  女性3,000円

【申込・問合せ】実行委員会（市役所神代

出張所内）  ☎43-1352

OSHIRASE NAVIイベント

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談できるよう、

秋田弁護士会のご協力をいただき、次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】12 月 26 日水 13:30 ～

【場所】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】久島憲晴弁護士

【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般のご相談） ▼サラ金・クレジットなど多重債務

のご相談 ▼中小企業・個人事業に関するご相談 ▼高齢者・障がい者に関するご相談 ▼

交通事故に関するご相談 ▼子どもに関するご相談

【申込方法】総務課総務係に電話で予約してください。

【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1日先着5人。1人30分以内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  

③14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　

【その他】相談がスムーズに進むよう、あらかじめ話の内容をまとめてきてください。相

談に必要と思われる資料がありましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

平成30年第11回

お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が

服用している薬のことなどお薬の相談会

を行います。家に残っている薬の整理（持

参した場合）や家庭用医薬品などお薬の

ことなら何でも相談にのります。お気軽

にご相談ください。

【日時】12月22日土 10:00 ～ 11:30

【場所】クオール薬局田沢湖店

【問合せ】クオール薬局田沢湖店

　☎43-9189

OSHIRASE NAVI相　談

社会福祉法人はなさき仙北  平成30年度職員採用試験のお知らせ
【募集職種・採用予定人数】事務職員（社会人経験者） 1人

【求める人材】 ▼社会福祉法人の法人職員として法人運営および施設管理の経験がある方

▼国家公務員または地方公共団体の職員（事務職員）として行政運営の経験がある方

▼その他、法人運営に関する専門的な知識や経験をもとに、法人の事務および管理を行い、

職員への指導や関係機関との調整ができる方

【申込手続】申込書に所要事項を記入し、受験票部分に6か月以内に撮影した写真を貼っ

て、はなさき仙北事務局に提出してください。郵送の場合は、表に「事務職員（社会人

経験者）採用試験申込」と朱書きし、返信用封筒（長型3号 切手不要）を必ず同封し、

簡易書留で郵送してください。（平成31年1月9日水必着）

【申込受付期間】12月3日月 ～平成31年1月9日水 必着 ※申込用紙は、仙北市各地域

センター、ハローワークにも置いてあります。（申し込みは、はなさき仙北事務局へ）

※詳細は、はなさき仙北ホームページ（http://www.hanasakisemboku.or.jp/）にも掲

載しています。

【試験の内容・日時】

試験 日時

筆記試験（教養試験、作文

試験、職場適応性検査）
平成 31 年 1 月 20 日日 10:00 ～ 15:20

面接試験
平成 31 年 2 月 3 日日 

※時間などの詳細は、受付期間終了後、受験者に通知します。

【場所】田沢湖総合開発センター

【合格者発表】 ▼平成31年2月21日木

【申込・問合せ】社会福祉法人はなさき仙北事務局（仙北市役所田沢湖第2庁舎内）

　☎42-8341（平日8:30 ～ 17:00）
秋田内陸縦貫鉄道

角館駅・阿仁合駅・鷹巣駅
のスタンプデザイン募集 !
　秋田内陸線では、全線開業 30 周年企画

として、内陸線の角館駅・阿仁合駅・鷹巣

駅のスタンプデザインを公募しています。

【募集期限】平成31年1月31日木 

【募集内容】「角館駅」「阿仁合駅」「鷹巣駅」

の各駅に設置するスタンプのデザイン

【応募資格】年齢性別など不問

【応募方法】応募用紙を角館駅・阿仁合駅・

阿仁前田駅・米内沢駅・合川駅・鷹巣

駅の駅窓口もしくは、内陸線ホームペー

ジ（http://www.akita-nairiku.com/

topics/page.php?id=448）からダウ

ンロードのうえ、ご使用ください。

【提出方法】 ▼《持参の場合》応募用紙に必

要事項をご記入のうえ、角館駅・阿仁

合駅・鷹巣駅のいずれかの駅に提出　

▼《郵送の場合》〒018-4613　秋田県

北秋田市阿仁銀山字下新町41-1　

　秋田内陸縦貫鉄道㈱本社　秋田内陸線

スタンプデザイン募集係まで

※メール（stamp@akita-nairiku.com）で

の応募もできます。

【問合せ】秋田内陸縦貫鉄道㈱

　☎0186-82-3231

OSHIRASE NAVI募　集

お知らせ

あきた回帰キャンペーン展開中！
　秋田県では、県外に進学した学生の方々や、県外に在住して

いる社会人の方々の秋田での就職や定住を応援する「あきた回帰

キャンペーン」を展開しています。

　地域の未来を次の世代につなぐため、住民1人ひとりの力も必要です。秋田を離れて暮

らすお子さんやお知り合いの方に「秋田に戻ってきたら？」と呼びかけていただくととも

に、「そろそろ秋田に帰ろうかな」「秋田に住んでみたい」という方がいらっしゃいました

ら、ぜひ、次の相談窓口を紹介してください。

秋田への移住・秋田での就職を全力サポート！

▶ 学生就活サポート・Ａターン就職相談窓口「Ａターンプラザ秋田」

▶ 移住・就職相談窓口「あきたで暮らそう！Ａターンサポートセンター」

移住・就職相談窓口を東京と秋田に設置しています。県外にお住まいのご家族や知人で、
秋田への移住や秋田での就職を考えている方に、次の窓口をお勧めください。

ところ：都道府県会館7階 県東京事務所内（東京メトロ永田町駅すぐ）
連絡先：　　0120-122-255（月～金）9:00～17:45

ところ：東京交通会館8階 ふるさと回帰支援センター内（JR有楽町駅前）
連絡先：☎080-9292-5195（火～日）10:00～18:00

▶ 移住相談窓口「秋田移住定住総合支援センター」

▶ Aターン就職登録・相談窓口「秋田県ふるさと定住機構」

ところ：秋田テルサ1階（秋田市御所野）
連絡先：☎018-893-3981（月～金）9:00～17:00

ところ：秋田テルサ3階（秋田市御所野）
連絡先：☎018-826-1731（月～金）9:00～17:00

東京

秋田

相談窓口

OSHIRASE NAVI募　集

障がい者の虐待を
防ぎましょう !
　仙北市障がい者虐待防止センターでは、

身体障がい、知的障がい、精神障がい（発

達障がいを含む）のある方や、心身の社

会的な障壁によって、日常生活や社会生

活が困難で援助が必要な方が、虐待《身

体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグ

レクト（放棄・放任）、経済的虐待》を受

けていたり、虐待が疑われるような場合

に相談を受け付けしています。内容に応

じて、被害者やご家族などが必要な支援

を受けられるよう関係機関が連携して対

応します。

　市民の皆さまからの通報が、早期発見

と被害者の迅速な支援につながりますの

で、悩まずにお気軽にご相談ください。

【問合せ】仙北市障がい者虐待防止セン

ター（仙北市社会福祉課内）

　☎43-2288

OSHIRASE NAVIお知らせ
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参加者募集 !
角館押絵伝承会・制作者
育成勉強会
　角館では、代々大切に受け継がれてきた

角館押絵がたくさん飾られています。この

すばらしい押絵を後世に伝えるために制

作者の育成を目的とした勉強会を平成 28

年より引き続き開催することにしました。

ご興味のある方はぜひご参加ください！

【期日】平成31年1月17日・24日・31

日・2月7日・21日・28日（毎回木曜日）

【時間】13:00 ～ 16:00

【場所】仙北市観光情報センター「角館駅前蔵」

【講師】増田昌子氏

【定員】先着 5 人

【受講料】無料（材

料・道具は全て

ご自身で準備していただきます。お問

い合わせの際にご確認ください）

【申込・問合せ】仙北市観光情報センター

「角館駅前蔵」　☎54-2700

OSHIRASE NAVI募　集

おしらせナビ
OSHIRASE NAVIおしらせナビ

OSHIRASE NAVI
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１７ 月

●運動サークル（サークル柴田）（健康管理センター 10:00 ～ 11:30）

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（紙風船館 10:00 ～ 12:00） 12/1･P21

●生活習慣病予防教室（西木保健センター 13:00 ～受付）11/16･P14

●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 10:00 ～ 11:30） 9/1･P13

１８ 火

●んみゃもの料理教室（神代就業改善センター 10:00 ～ 13:00） 12/1･P12

●お正月用スワッグ作り（角館児童館 10:30 ～ 11:30、13:00 ～ 14:00） 12/1･P15

●オレンジカフェ（西木温泉ふれあいプラザクリオン 13:30 ～ 15:30、下延コミュニティーセ

ンター 14:00 ～ 16:00） 12/1･P16

●はつらつ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:30） 12/1･P17

●若者の居場所開設日（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 12/1･P17

●せんぼく元気はつらつ隊研修会（角館交流センター 9:30 ～ 11:30）11/16･P15

●いきいき元気アップ教室（田沢湖健康増進センター 14:00 ～ 15:30） 11/1･P16

１９ 水

●マイスター講座 ( わら細工編 )（西木公民館 9:00 ～ 12:00） 12/1･P12

●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 12/1･P18

●第 2回パソコン講座 [ワード基本 ]（仙北市総合情報センター9:00 ～12:00）12/1･P20  20 日まで  

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21

●若返り教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 11/1･P14

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30） 7/1･P14

２０ 木

●仙北市ナイス温泉ラッキー事業抽選会（西木温泉ふれあいプラザクリオン16:00 ～18:00）P11

●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:30 ～ 11:30） 12/1･P15

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:30） 12/1･P17

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21

●初歩からの韓国語講座（角館公民館 15:45 ～ 16:25）11/16･P12

●生活習慣病予防教室（田沢湖健康増進センター 13:00 ～受付）11/16･P14

●わくわく教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 10:00 ～ 12:00） 9/1･P13

●秋田県南若者サポートステーションよこて無料出張相談（田沢湖総合開発センター 9:00 ～

15:00） 6/1･P27

２１ 金

●仙北市ナイス温泉ラッキー事業抽選会（角館温泉 花葉館 16:00 ～ 18:00） P11

●オレンジカフェ（往生院 14:00 ～ 16:00、ケアライフ心都 14:00 ～ 16:00） 12/1･P16

●こころの相談（角館交流センター 13:30 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 12/1･P18

●笑いの会（健康管理センター 10:00 ～ 11:30 頃） 12/1･P18

２２ 土
●お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 10:00 ～ 11:30） P20

●冬休み親子体験ソープカービング教室（角館公民館 9:30 ～ 12:00） 12/1･P12

●幸せの小さな紙風船上げ（紙風船館 16:30 ～ 18:00）11/16･P21

２３ 日

２４ 月 ●新舞踊教室（西木公民館 13:30 ～ 15:30）11/16･P12

２５ 火

●仙北市ナイス温泉ラッキー事業抽選会（アルパこまくさ 13:00 ～ 15:00） P11

●はつらつ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:15） 12/1･P17

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 15:00） 12/1･P18

●浮き浮き教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 10:00 ～ 12:00） 9/1･P13

２６ 水

●仙北市ナイス温泉ラッキー事業抽選会（市民浴場 東風の湯 16:00 ～ 18:00） P11

● 18 年目 34 回角館キッズ学びぃ教室（角館交流センター 9:00 ～ 11:00） P20

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P20

●わくわく広場（さくラッコ 11:00 ～ 12:00） 12/1･P15

●若返り教室（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30） 11/1･P14

２７ 木

●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P11 

●わくわく教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 10:00 ～ 12:00） 12/1･P16

●リフレッシュ教室（西木温泉ふれあいプラザクリオンプール 18:00 ～ 19:15） 12/1･P17

●初歩からの韓国語講座（角館公民館 15:45 ～ 16:25）11/16･P12

●お口元気アップ教室（角館交流センター 10:00 ～ 11:30） 10/1･P18

２８ 金

●運動サークル（サークル 3B）（健康管理センター 10:00 ～ 11:30）

● 18 年目 34 回角館キッズ学びぃ教室（角館交流センター 9:00 ～ 11:00） P20

●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 12/1･P21
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旬な情報チャンネル

税についての作文／税に関する習字

地域おこし協力隊コラム

まちづくり日記／かくのだてフィル
ムコミッション ロケーションだより

市役所からのお知らせ／市立角館
総合病院から

国保年金からお知らせ／マイナン
バーカードを取得しましょう！

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

仙北市教育委員会だより きたうら

保健・健康の掲示板

仙北市版ネウボラ  なないろ通信

おしらせナビ

仙北市カレンダー

仙北市カレンダー 12/17 月  ～ 1/2 水
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SG　今年もあと半月。振り返る
と公私共に雨がつきまとった 1
年に感じます。外の取材での雨
確率はざっと 4 割。広報係内で
は雨の首位打者かも ･･･。来年は
起死快晴のホームランを!そうい
えば今年は後厄の 1 年でもあり
ました。雨は後厄のせい ? と都
合よく考えてますが、災厄など
何ごともなく新年を迎えられる
ことを願うばかりです。皆さま、
よいお年をお迎えください。　

FK　先日、某テレビ番組で「み
そたんぽ」が紹介され、仙北市
の方々が取材を受けていました。
スタジオの出演者も試食で大絶
賛！うれしいですね。そういえば
我が家では、おばあちゃんが串
なしで魚焼き器で焼いたみそた
んぽを作ってくれていました。お
ばあちゃんしか作れない味。久
しぶりに作ってくれないかな～。

MT　今年の流行語大賞が発表
されました。大賞はカーリング日
本代表の「そだねー」。秋田県民
としては「金足農旋風」押しで
したが、トップ 10 入り果たせず
残念。ちなみに「金農旋風」に
してほしかったです。そろそろ
年末感がでてきました。この号
が出る頃には、今年の漢字一文
字も発表されているでしょうね。
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